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Sustainability

TCFDに基づく情報開⽰ ファッションエンターテインメントで
サステナブルな未来をつくる

Creating a sustainable future with fashion entertainment
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I n t r o d u c t i o n

カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の
実 現 に 向 け て
ア パ レ ル 業 界 の C O 2 排 出 量 は 全 産 業 の 内 、
4 - 1 0 % を 占 め る と ⾔ わ れ て お り 、 そ の 削 減
が 最 重 要 課 題 で す 。

そ こ で 、 私 た ち は 2 0 5 0 年 に カ ー ボ ン ニ ュ ー
ト ラ ル を 実 現 す る こ と を マ テ リ ア リ テ ィ と し
て 本 年 4 ⽉ に 掲 げ ま し た 。 こ の 度 S c o p e 1・
2・３の 可 視 化 を 完 了 さ せ 、 気 候 変 動 へ の 取 り
組 み を 加 速 さ せ て い き ま す 。

C O２ 排 出 量 の 削 減 ⽬ 標 を 策 定 ・ 実 ⾏ す る と と
も に 、 T C F D の 提 ⾔ に 賛 同 し 、 情 報 開 ⽰ を
⾏ っ て い き ま す 。 今 後 は 、 そ の ⽬ 標 が 科 学 的
根 拠 に 基 づ い て 実 ⾏ し て い く た め に 、 S B T 認
定 取 得 を ⽬ 指 し 、 コ ミ ッ ト メ ン ト レ タ ー を 提
出 し ま す 。

E n v i r o n m e n t

地 球 環 境 ア パ レ ル 業 界 は 地 球 環 境 に 様 々 な ⾯ で 負
荷 を か け て い ま す 。 そ の 現 状 を 変 え て い
く べ く、私 た ち は ま ず、地 球 環 境 へ の 負 荷
を 可 視 化 し た 上 で 、サ ス テ ナ ブ ル な 事 業
モ デ ル の 構 築 に 挑 み ま す 。

❶ 気 候 変 動

❷ 原 材 料

❸ 廃 棄 物

❹ ⽔ 資 源

S o c i a l

社 会
❾ 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ

P e o p l e

⼈ 間
❺ ダ イ バ ー シ テ ィ

❻ 健 康 ・ 安 全

❼ 従 業 員 幸 福 度

❽ 公 正 な 労 働
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気 候 変 動 対 策 と 経 営 ⽅ 針 ・ 中 期 経 営 計 画 が 連
動 し た サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 戦 略 の ガ バ ナ ン ス を
強 化 す る た め に 「 サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 委 員 会 」
を 設 置 し ま し た 。

⽅ 針 や 温 室 効 果 ガ ス 排 出 の 管 理 ・ 削 減 ⽬ 標 の
設 定 、 ⼈ 権 、 サ プ ラ イ チ ェ ー ン マ ネ ジ メ ン ト
等 の 、 サ ス テ ナ ブ ル な 未 来 に 向 け た ビ ジ ネ ス
の 構 築 を し て い き ま す 。

取 締 役 会 に よ る 監 督 の も と 代 表 取 締 役 社 ⻑ の
諮 問 機 関 と し て 、 サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 委 員 会 を
設 置 し 、 会 社 全 体 の サ ス テ ナ ビ リ テ ィ の 取 組
み を 推 進 し ま す 。

各部⾨(各事業）
※迅速な意思決定と効率的な経営を推進するため、

業務執⾏の決定権限を可能な限り執⾏へ委譲

取締役会

SDGs推進室
（事務局）

サステナビリティ委員会

副委員⻑：サスティナビリティ担当執⾏役員
メンバー：社内取締役

執⾏役員
社⻑が指名した者

委員⻑：代表取締役社⻑

⽅針及び重要事項
の決議・監督

実⾏計画の
決定・⽅針
及び重要事項
を取締役会へ
上程

諮問

代表取締役社⻑
報告

上程監督

委員以外の
招集者

・有識者
・⼤学教授

など

アドバイス

執⾏

指⽰ 報告

社外取締役

計画の
⽴案・実⾏
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G o v e r n a n c e

サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 委 員 会 の 設 置

サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 委 員 会 体 制 図

3



持 続 的 な 事 業 の 成 ⻑ に イ ン パ ク ト を 与 え る 重
要 な リ ス ク に つ い て 専 ⾨ 家 と と も に サ ス テ ナ
ビ リ テ ィ 委 員 会 で 分 析 ・ 策 定 し ま し た 。

パ リ 協 定 の ⽬ 標 で あ る ４ 度 お よ び 1 . 5 度 の 既
存 シ ナ リ オ と し て I P C C や I E A が 公 表 し て い
る シ ナ リ オ を 参 照 し ま し た 。

今 後 は 気 候 変 動 や そ れ に 伴 う 市 場 の 変 化 と 経
営 戦 略 ・ 中 期 計 画 と あ わ せ 、 柔 軟 に ⾒ 直 し を
し て い き ま す 。

[ 参 照 シ ナ リ オ ]
・ 4℃シナリオ：IPCC（Intergovernmental Panel on Climate Change)のAR5 RCP（Representative 
Concentration Pathways）2.6、4.5、6.0、8.5とAR6 SSP5-8.5を参照。
・1.5℃シナリオ：IEA（International Energy Agency)のSDS（Sustainable Development scenario)と,
IPCC AR6 SSP1-1.9を参照。
※SSP1-1.9：温暖化を「わずかなオーバーシュートの後」2100年に1850-1900年⽐で約1.5℃に抑制し、今世紀
半ば頃にCO2を正味ゼロにすることを想定。
※SSP5-8.5：追加的な気候政策を実施しない場合の⾼⽔準の参照シナリオ。化⽯燃料を使⽤するSSP5の社会経
済発展経路においてのみ達成。
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世界の平均気温上昇の変化
（1986〜2005平均との差）

R i s k  M a n a g e m e n t

リ ス ク の シ ナ リ オ 分 析

分 析 に ⽤ い た 気 温 上 の 科 学 的 シ ナ リ オ

I P C C  A R 5 R C P に お い て 評 価 さ れ た 今 世 紀
末 ま で の 世 界 平 均 気 温 変 化 の 予 測 を 参 照 。
２ ０ ３ ０ 年 ま で に 具 体 的 な 対 策 が 必 要 。

※出展：IPCC AR5 WGI Figure SPM.7から作成

現状よりも厳しい対策
をとれば、産業⾰命時
期⽐で0.3〜1.7℃上昇

現状よりも厳しい対策をとら
なければ、産業⾰命時期と⽐
較し、2.6〜4.8℃上昇

2020~30年の対
策が分岐となる
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カテゴリ 種別 ドライバー ビジネスインパクト 影響
4度 1.5度

物理
慢性

気温上昇

秋冬シーズン期間の短縮化による重⾐料等の売上減少 ◎ 〇
気温上昇またはそれにともなう疫病流⾏による消費者の外出機会の減少 〇 〇
屋外スポーツやアウトドアの機会減少によるスポーツ、アウトドア関連商品の売上低下 ◎ 〇
⼲ばつ等による綿花収穫量の減少や、⽔ストレスによる原料価格の⾼騰 ◎ 〇

急性
⾃然災害の増⼤に伴う店舗休業による売上損失 ◎ 〇
⾃然災害に伴うサプライチェーン⼨断による売上損失 ◎ 〇

移⾏

評判 社会からの評判 環境に配慮しない企業イメージの定着によるお客様とのエンゲージメントの弱体化 〇 ◎

市場
気温上昇 主要拠点のリスク評価費⽤や移動に伴うコスト増加 ◎ 〇

お客様の価値観の変化 環境意識の⾼まりによるサステナブル商品等、 お客様のニーズ変化の対応遅れによる売上損失 〇 〇

技術 低環境負荷製品の技術
環境負荷の低い素材や製法への転換によるコスト増 - ◎
循環型社会の実現に貢献するリサイクル原材料やリユース製品の需要増加 - ◎

政策

エネルギー
化⽯燃料の⾼騰や代替資源の⾼騰による⽣産コスト及び物流費の上昇 〇 ◎
エネルギーミックスの変化 排出係数の低い設備(再エネ/新エネ/次世代エネ)の発電割合増加に
よる電⼒料⾦の⾼騰、⽣産コストの増加 〇 ◎

情報開⽰ 環境関連の情報開⽰強化に伴うオペレーションコストの増加 〇 ◎

カーボンプライシング 炭素税、EU域内排出量取引制度、カーボンプライシング等、温室効果ガス排出を抑制する政策
の導⼊に伴う、オペレーションコストの増加 - ◎

R i s k  M a n a g e m e n t

リ ス ク の 特 定
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マテリアル
イノベーション

【原材料】

エンゲージメント
イノベーション

【お客様との関り〜販売⽅法】

SCM
プラットフォーム
イノベーション

【モノづくり〜流通〜
資源循環】

リ ス ク を 踏 ま え 、 機 会 創 出 に つ な げ る た め
に ３ つ の イ ノ ベ ー シ ョ ン 領 域 を 策 定 し ま し た。

バ リ ュ ー チ ェ ー ン 全 体 の 改 ⾰ に 向 け て、原 材
料 を「マ テ リ ア ル イ ノ ベ ー シ ョ ン」、モ ノ づ く
り・流 通 を ⾒ 直 し、資 源 循 環 さ せ る 仕 組 み を
「 S C M プ ラ ッ ト フ ォ ー ム イ ノ ベ ー シ ョ ン 」
と し ま し た。 さ ら に 「 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト イ ノ
ベ ー シ ョ ン 」で は、お 客 様 と の 新 し い 関 係 性
を 築 き ま す 。

こ れ ら の 領 域 を 進 化 し 、 機 会 ・ 価 値 を 創 出
し て い き ま す 。
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S t r a t e g y

事 業 改 ⾰ と イ ノ ベ ー シ ョ ン 領 域
３ つ の イ ノ ベ ー シ ョ ン 領 域
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事業領域

ストリート
&

カルチャー

ウェルネス
&

ライフスタイル

ファッション
キャピタル

デジタル
ジェネレーション

低環境負荷
素材への切替

新素材開発

⾼効率かつ
低環境負荷な

流通システムの
構築

製造⼯程における
再⽣可能エネル
ギー導⼊

⽣産量の適正化
(製造過程改⾰)

新しいプラット
フォームの
構築

環
境
負
荷
の
低
い
製
品
販
売

気候変動のリスク対応に向けた事業変⾰
既存事業の基本アクションとして⾏う脱炭素化

予測困難な時代に対し、柔軟に
トランスフォーメンションする事業体に向かう機会創出

既存事業・SCM領域 新しい機会：エンゲージメント

サーキュラーエ
コノミーの

構築

２ ０ ２ ２ 年 1 0 ⽉ 1 ⽇ 付 で
「 ウ ェ ル ネ ス & ラ イ フ ス タ イ ル 」

「 ス ト リ ー ト ＆ カ ル チ ャ ー 」
「 フ ァ ッ シ ョ ン キ ャ ピ タ ル 」

「 デ ジ タ ル ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン 」
の ４ つ の 事 業 ド メ イ ン に 基 づ き 、 組 織 変 更 し
ま し た 。 各 事 業 ・ デ ィ ビ ジ ョ ン ご と に “ フ ァ ッ
シ ョ ン エ ン タ ー テ イ ン メ ン ト で サ ス テ ナ ブ ル
な 未 来 を つ く る ” と い う サ ス テ ナ ビ リ テ ィ ・ ス
テ ー ト メ ン ト の 実 現 に 向 け 、 地 球 環 境 負 荷 を
低 減 し な が ら 新 し い 価 値 を 創 出 し ま す 。

マテリアル
イノベーション

原材料

エンゲージメント
イノベーション

お客様との関り〜販売⽅法
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イノベーション領域
SCMプラットフォーム

イノベーション
モノづくり〜流通〜資源循環

S t r a t e g y

カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル に 向 け た 戦 略



※Scope１・２の削減⽬標は1.5℃⽬標に準ずる
Scope３は2050年カーボンニュートラル⽬標に準ずる
排出量は千t未満を切捨表⽰
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Scope 1〜3計 Scope 1・2 Scope 3

CO2排出量実績
2020年2⽉期 30.5万t 0.9万t 29.5万t

2030年2⽉期
CO2排出量
削減⽬標

▲35%
(▲10.8万t)

▲48%
(▲0.4万t)

▲35%
(▲10.3万t)

SBTにおける
CO2排出量削減
⽬標設定⽔準

―
1.5℃⽬標
毎年4.2%

削減

WB2℃⽬標
毎年2.5 %

削減

CO2排出量の実績と削減⽬標事 業 全 体 の 環 境 負 荷 を 低 減 す べ く 2 0 5 0 年
に カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル に 向 け て バ
リ ュ ー チ ェ ー ン 全 体 の C O 2 排 出 量 の 可 視
化 を し ま し た 。

⼆ 酸 化 炭 素 削 減 の 中 期 ⽬ 標 と し て S c o p e  
1 ・ 2 の 総 C O 2 排 出 量 を 2 0 3 0 年 ま で に
2 0 2 0 年 2 ⽉ 期 ⽐ で 4 8 ％ 削 減 し 、 S c o p e ３
は ３ ５ ％ 削 減 す る こ と を ⽬ 標 と し ま し た 。

S c o p e １ ・ ２ ・ ３ の 削 減 ⽬ 標 を 達 成 し て
い く こ と で 地 球 環 境 へ 貢 献 し て い き ま す 。

M e t r i c s  a n d  T a r g e t s

バ リ ュ ー チ ェ ー ン 全 体 の
C O 2 排 出 量 可 視 化 と 削 減 ⽬ 標
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